常葉 大 学 経営 学部 紀要 
第 1 巻 第 1 号 , 2014 年 2 月 , 103 一 112 頁 


中 国 の 高速 鉄道 産業 と 海外 で の 展開 
白 春 騙 


China's High-speed Railway Industry and its Overseas Development 


BAT Chunliu 


Abstract 

With 30 years of sustained economic growth, China is not only steadily pushing forward its domestic high-speed 
railway construction, but also positively participating in the overseas railway market. The progress of China 's 
high-speed railway technology and overseas deployment of railway industry have attracted the global community's 
attention. The background hes jn the facts that large-scale high-speed railway construction has started in Europe 
with abundant strength, Japan known for its new technology, and even North America where railway 
transportation has taken predominant role for one hundred years. Furthermore, the development of transportation 
network, including railway construction, serves as the precondition for economic growth in rising nations and 
developing countries. Based on the confirmation of the growth process of China 's high-speed railway industry this 
paper aims to discuss its business opportunity and present conditions of market competition in its overseas 


business development. Moreover it also wants to clarify the future strategic trend and theme. 
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1 はじめ に 


近年 、 中 国 で 急速 に 発展 し て きた 高速 鉄道 は 、 日 独 仏 
加 な どか ら の 技術 導入 で 実現 され た 「 動 車 組 (時 速 
200km 級 の 高速 鉄道 )] を ベー ス に 、 独 自 開発 の 技術 を 
織り 交ぜ て 市 場 で の 勢い を 拡大 し て いる 。 リ ー マ ン 
ショ ッ ク 後 の 世界 経済 の 低調 が 続く 中 、 内 需 拡 大 を 目指 
す 中 国政 府 は 、 高 速 鉄道 整備 事業 へ の 投資 を 強化 し 、 こ 
の 分 野 の 上 躍進 に 景気 刺激 効果 を 求め よう と し て いる 。 
2009 年 2012 年 は 、 毎 年 6000 億 元 ( 約 8 兆 円 ) 以上 
を 投資 し 、2020 年 まで に 、 総 計 約 5 兆 元 ( 約 65 兆 円 ) 
以上 の 投資 を 計画 し て いる 。2012 年 10 月 末 時 点 の 中 国 
高速 鉄道 総 延長 は 7753km に 達し 、 中 国 を 除く 世界 高速 
鉄道 の 総 延長 を すでに 超え て いる "。2008 年 に 起き た 
リー マン ショ ッ ク は 世界 各国 の 経済 と 社会 に 計り 知れ な 
い ほ どの 打撃 を 与え を て いる 。 中国 も 例外 な く 2 桁 の 経済 
成長 か ら 一 変 し て スピ ー ド ダウ ン に な っ て いる 。 大 き な 
混乱 が 生じ な いよ うに する た め に 4 兆 元 ( 約 50 兆 円 ) 
規模 の 景気 拡大 策 が 施さ れ た 。 そ の 追い 風 に 鉄道 省 (2013 
年 3 月 撤廃 、 企 業 と し て 中 国鉄 道 総 公司 に 変身 ) の 予算 
は それ まで の 3000 億 元 か ら 7000 億 元 に 拡大 し た 。 鉄道 
産業 は セメント や 鉄鋼 の 需要 を 刺激 し 、 鉄 道 関連 の 国有 
企業 の 業績 拡大 に 直結 する た め 、 駅 や 都市 開発 が 進め ば 、 
不動 産 売却 を 通じ て 地方 政府 の 税収 も 潤う と いう 「 万 能 
薬 ] の 効用 が ある 。 し か し 一 方 、 人 材 確保 と 教育 向上 と 
いう 前 提 条 件 が 摘 わな いと 、 高 速 鉄道 産業 の 急 拡大 は た 
と え 最 新鋭 の 技術 を 導入 し て も 「 ハ ー ド 一 流 、 ソ フト 二 
流 |」 と いう 状態 に 陥り か ね な い 恐 れ が ある 。 ま た 景気 刺 
激 策 で ある 金融 緩和 が 生ん だ 資金 が 「 投 資 の た め の 投 資 」 
と し て 不動 産 開発 に 回 され 住宅 価格 の 急騰 に つなが る と 
いう 「 ブ レー キ 不 在 」 の 状況 に も 陥り か ね な い の で ある 。 
また 、 鉄 道産 業 は 政府 や 国有 企業 、 関 係 者 の 利権 拡大 や 
派閥 闘争 に お ける 駆け 引き と な り 、 速 度 や 開発 の 優先 か 、 
利便 性 や 安全 性 の 優先 か と いう ジレ ンマ に 陥る 恐れ も あ 
る こと は 否定 で き な い 。 し か し それ に も か か わら ず 高 束 
交通 網 の 構築 は 便利 で 広域 の 貿易 網 の 構築 に つなぐ こと 
が で きる た め 、 中 国 自身 の 景気 維持 と アジ ア 全 体 と の 経 
済 協力 を 進め る 必要 不可 欠 な 環境 整備 で ある し 、 英 大 な 
世界 高速 鉄道 市 場 を 獲得 する こと に よる 経済 成長 の た め 
の エネ ルギー こと 原材料 の 確保 手段 で も あり 、 潜 在 的 市 場 
開拓 の 戦略 で も ある た め 中 国 の 高速 鉄道 は 大 発展 の 時 代 
を 迎え て きた の で ある 。 本 稿 に お いて は 、 中 国 の 高速 鉄 
道産 業 の 概況 を 踏ま は えた うえ で 特に 高速 鉄道 の 産業 戦略 
と 海外 進出 に 焦点 を 当て た 分 析 を 行う 。 
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2. 経済 社会 全体 に 影響 力 を 持つ 鉄道 産業 


2012 年 は 中 国 の GDP 成長 率 が 3 年 ぶり に 8% を 割っ 
た 。 投資 と 輸出 の 不振 、 イ ン フ レ と デフ レ の 交互 出現 、 
雇用 の 圧力 な ど は 中 国 経 済 の 先行 き の 暗 雲 に な っ て い 
る 。 リ ー マ ン ショ ッ ク 後 、 中 国政 府 は 4 兆 元 の 大 規模 景 
気 回 復 策 を 実施 し た た め 、 不 安定 な 内 外 情勢 の 中 、「4 
兆 元 2.0 バー ジョ ン (2008 年 実施 の 大 規模 財政 出動 の 再 
実施 )] が 期待 され て いる が 、 安 定 最 優先 の 現行 政策 は 
容易 に 景気 回 復 の 材料 に な れ な い の が 現実 で ちあ る 。 そ ん 
な 中 、 数 少な い 特 別 な 成長 要素 と し て 鉄道 建設 は 特段 に 
注目 され て いる 。 こ の よう な 経済 社会 に 強い 影響 力 を 
持っ て いる の で 、2011 年 7 月 23 日 に 温州 南 駅 付近 で 起 
きた 高速 鉄道 衝突 事故 と 、 そ の 前 の 2 月 に 元 鉄道 省 長 ( 鉄 
道 相 ) だ っ た 劉 志 軍 の 解任 逮捕 が あっ た に も か か わら ず 、 
鉄道 建設 事業 が 一 時 的 に 停滞 に 陥っ た 後 、 地 方 政府 の 強 
い 投 資 願望 に 押さ れ て 鉄道 省 は 2012 年 の 鉄道 建設 投資 
額 を 増資 し 、 最 初 の 4113 億 元 か ら 4483 億 元 に し た “。 
後述 (3.1) に 譲る が 、 こ れ は 鉄道 省 が 解体 され る まで 
の 状況 で ある が 、 鉄 道 省 の 解体 に 伴っ て 鉄道 建設 は 新た 
な 変化 が 生じ た の で ある 。 

温州 で の 高速 鉄道 衝突 脱線 事故 後 、 一 時 的 建設 停止 や 
事業 再編 が 行わ れ て か ら 鉄 道 建設 へ の 投資 額 は 再び 増加 
に 転じ 、 鉄 道 建設 の 投資 規模 は 2012 年 初 の 4060 億 元 か 
ら 8 月 に 4700 億 元 、9 月 に 4960 億 元 に 増え 、1 年 足ら 
ず に 1000 億 元 近く の 追加 投資 が 行わ れ 、 し か も その 大 
半 は 国 の 財政 予算 に よる も の で あっ た 。 その 結果 、 鉄 道 
建設 の 大 規模 な 投資 は 担当 部 署 で ある 鉄道 省 の 負債 率 の 
急上昇 と いう 結果 を も た らし て いる 。 それ が 2012 年 に 
61.8% に 達し て いる "。 鉄道 省 の 資産 総額 が 4.13 兆 元 だ 
と いわ れる が 、 短 期間 で 急速 に 高速 鉄道 建設 に 巨額 の 投 
資 を 行っ た た め 、 収 益 率 が 低い 高速 鉄道 事業 の 特徴 を 考 
えれ は ば 総 資 産 に お ける 構造 的 リス ク も 大 きく な ら ざ る を 
得 な く な る 。 2012 年 度 の 業績 報告 に よる と 2 兆 6000 億 
元 超 の 負 償 が 生じ て いる と いう 『。 巨額 投資 の 多く は 銀 
行か ら の 融資 な の で 元利 返済 も 相当 な 財 的 負担 と な る の 
も 事実 で ある 。 こ の よう な 背景 が ある た め 、 追 加 的 大 規 
模 投 資 は 減少 や 停止 が で き な い こと と な る の で ある 。 

多少 の 回 顧 で ある が 、 劉 志 軍 氏 は 2003 年 に 鉄道 省 長 
に 就任 し 、 在 任 中 に 1 万 8000km の 鉄道 を 建設 し た 。 高 
速 鉄道 の 最高 速度 を 、 時 速 300km を 超え る 世界 トッ プ 
レベ ル ま で 引き 上 げた の も を 彼 の | 功績 |」 で ある 。 同時 に 、 
も と も と 国家 利益 と の 関係 が 深かっ た 鉄道 産業 は 、 劉 氏 
の コン トロ ー ル 下 で さら に 閉鎖 的 な 体質 を 強め て いっ 
た 。 こ れ に より 、 劉 氏 な どの 高官 は 、 一 般 市 民 の 想像 を 
絶する ほど の 蓄財 を まっ た く 批 判 を 受け る こと な し に 実 
現 で きた の で ある 。 そ の マイ ナス 面 は 、 重 大 事故 の 発生 


に も 影響 し て いる と み ら れ る 。 2011 年 の 高速 鉄道 事故 
の 前 に も 、2008 年 に は 山東 省 で 72 人 が 死亡 し た 列車 衝 
突 事件 な ど が 発生 し た ( 表 1 参照 )b。 こ うし た 大 事故 の 
背景 に は 、 相 互 の 関連 性 を 無視 し て 車両 、 信 号 、 制 御 の 
技術 を それ ぞ れ 別 の 国 か ら 導 入 す る と いう 鉄道 部 の 方 針 
が ある と み ら れ て いる 。 透明 性 の 低い 体制 の 下 で 、 鉄 道 
部 で は さま ざま な 矛盾 が 手つかず の まま 温存 され て き 
7 


表 1 最近 20 年 間 の 一 部 鉄道 宣 大 事故 
死亡 者 | 負傷 者 
時 間 事 履 0 
8 数 (人 ) | 数 (人 ) 
163 号 旅客 列車 が 2011 号 
1993. 7.10. に 40 48 
貨物 列車 に 追突 
205 号 旅客 列車 が 3173 号 
1994. 1.15. 7 12 
貨物 列車 と 正面 衝突 
324 号 旅客 列車 が 818 号 旅 
1997. 4.29. 126 | 230 
客 列 車 と 衝突 
1999. 7. 9. | 461 号 旅 客 列車 が 腕 線 9 40 
2001. 4.20. | T47 号 列車 が 脱線 2 50 
KK127 号 旅客 列車 が 33219 
2005. 7.31. り 30 
号 貨物 列車 に 追突 
T159 号 旅 客 列車 が 1017 号 
2006. 4.11. 2 18 
旅客 列車 と 衝突 
2007. 2.28. | 5807 号 旅 客 列車 が 腕 線 J 94 
2008. 1.23. | D59 号 旅 客 列車 が 腕 線 18 9 
T195 号 旅 客 列 車 が 脱線 後 、 
2008. 4.28. 721 247 
D5034 号 旅 客 列車 と 衝突 
D301 号 旅客 列車 が D3115 
2011. 7.23. 40 | 172 
号 旅客 列車 に 衝突 
出所 : http:/fimance.sina.com.cn/rol/20110727/084010213315.shtml 
(新浪 財経 | 近代 20 年 21 起 重大 鉄路 傷 亡 事故 一 覧 )) よ り 筆 者 整理 。 


体質 の 原因 に よる 現実 の 問題 が あっ た 以上 、2012 年 1 
て 5 月 まで の 鉄道 関連 設備 投資 は 1296.5 億 元 (1 元 = 約 
15 円 ) で 、 前 年 同期 比 41.19%% 減 と な り 鉄 道 建設 に は 急 
ブレ ー キ が か か っ た 。 中 国 で は 鉄道 事業 の 資金 は 、 国 か 
ら 拠出 され る 予算 に 加え 、 銀 行 借り 入れ に も 大 きく 依存 
し て いる 。 借り 入れ の 規模 は 2008 年 の 8684 億 元 ( 総 資 
産 に 対す る 有利 子 負債 の 比率 は 46.8%) か ら 、2011 年 
に は 2 兆 4100 億 元 ( 同 60.6%%) まで 急激 に 膨らん だ 。 
鉄道 事業 費 が 急 拡大 し た の は 、 リ ー マ ン ショ ッ ク 後 に 景 
気 対 策 の た め 鉄 道 建設 が 加速 され た の が 最大 の 理由 だ 
が 、 常 識 外 れ の 高 コ スト 体質 も 見 逃 せ な い 。 中 国 メ ディ 
ア の 報道 に よる と 、 高 速 鉄道 車両 の 設備 の 単価 は ティ ッ 
シュ ケー ス が 1125 元 、 液 晶 ス クリ ー ン が 1 万 元 、 座 席 
が 2 万 2000 元 だ と いう 。 い ずれ も 市 場 価格 の 数 十 倍 だ 
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と いう "。 比 較 対 象 が ある 設備 は まだ 比較 可能 が で きる 
が 、 工 事 な ど の 価格 は さら に 交 意 的 に 決め られ る た め 、 
こう し た 上 乗せ 分 を 原資 と する リベート が 鉄道 部 の 高官 
個人 の 懐 に 入る 仕組 み で ある 。 こ こま で 野 放 図 な 経営 を 
許す ほど 、 鉄 道 事業 は 利益 が 出 て いる の で あろ うか 。 事 
実は 逆 で ある 。2012 年 1~ 3 月 期 に 、 鉄 道 部 が 銀行 な 
ど に 支払 っ た 利息 は 284.3 億 元 に 上 る 。 こ の 金額 は 同じ 
四半 期 に 鉄道 部 が 得 た 営業 利益 の 3 倍 に 当たる と いう "。 
こう し た 内 情 が 伝わる に つれ 、 金 融 機関 は 追加 資金 の 融 
資 を 渋り 始め た 。 そ の 結果 、 設 備 投資 に 回 せる カネ が 渋 
く な っ て きた の で ある 。 

資金 難 の 問題 が 現れ 、 鉄 道 事業 が 中 国 経済 の お 荷物 に 
な り 始 め 、 借 金 に 依存 し た 拡大 路線 は 限界 を 迎え て いる 
よう に 見 える の だ が 、 実 は 裏 を 返せ ば 、 中 国 の 経済 成長 
に 欠か せな い エ ンジ ン だ と いう 異な る 面 が ある の で あ 
る 。 そ の た め 、 重 大 事故 の 責任 追及 と と も に 、2012 年 9 
月 5 日 に 中 国 発展 改革 委員 会 は 全国 25 路線 の 都市 軌道 
交通 シス テム 建設 計画 を 認可 し その 総 投資 額 は 8000 億 
元 に 上 っ て いる 。 こ れ は 国務 院 の 12 回 5 カ年 計画 (2011 
ー 2015 年 ) に お ける 「 総 合 交通 運輸 体系 計画 ] に 基づき 、 
2012 年 内 に 多く の 大 型 鉄道 事業 を 竣工 し 、 必 要 性 の 高 
い 事 業 の 適時 着工 を 施し て いる の で ある 。 温 家宝 首相 ( 当 
時 ) も 2012 年 に 5000 億 元 の 鉄道 建設 投資 を 確保 する と 
表明 し 、 さ ら に 「 ハ イエ ンド 設備 製造 業 の 12 回 5 カ年 
発展 計画 ] に は 、 中 国 の 鉄道 の 快速 旅客 輸送 網 、 重 量 貨 
物 輸送 ルー ト 、 都 市 の 軌道 交通 シス テム 建設 の ニー ズ を 
満た すこ と が 明記 され て いる 。 こ れ は 成敗 と も に 鉄道 産 
業 が 中 国 の 経済 成長 に いか に 重要 な 位置 に ある か を 語っ 
て いる 。 客観 的 に 観察 すれ ば 劉 志 軍 氏 の 無鉄砲 で 強引 な 
押し 上 げ が な けれ ば 中 国 の 鉄道 産業 も 今日 ほど の 急 成 長 
が 出来 な いと も 言え る か も し れ な い 。 


2.1 中 国 の 高速 鉄道 産業 戦略 

中 国 は 2010 年 10 月 に 、|「 戦略 的 新興 産業 の 育成 と 発展 」 
を 正式 に 決定 し 、 ハ イエ ンド 装備 産業 を 含む 7 つの 産業 
を 戦略 的 新興 産業 と 指定 し 、 重 点 的 な 支援 策 を 打ち 出し 
て いる 『"。 高速 鉄道 車両 と 関連 設備 の 開発 製造 は 、 こ の 
ハイ エン ド 装 備 産業 の 重要 分 野 と 位置 づけ られ て いる 。 
中 国 の 高速 鉄道 車両 は 、 す べ て | 和 庶 号 」 と いう ネー ミ 
ング で 統一 編成 され 、 技 術 協力 の 対象 企業 に よっ て は 、 
また 系 列 的 に 分 か れ て いる 。 一 方 、 高 速 鉄道 関連 技術 の 
開発 は 主 に 、 中 国鉄 道 部 直属 の 研究 所 、 製 造 メ ー カ ー の 
研究 開発 部 門 と 各 大 学 ・ 政 府 系 研究 機関 が 共同 で 行い 、 
また 製造 は 中 国 南 車 集団 と 中 国 北 車 集団 と いっ た 二 大 グ 
ルー プ に よっ て 担わ れ て いる 『。 

戦略 的 新興 産業 政策 に 基づく 高速 鉄道 整備 計画 で は 、 
2020 年 まで に 総 延長 16000km、「 四 縦 四 横 ] と いっ た 高 


速 鉄道 幹線 網 を 建設 ・ 運 行 す る と し て いる ( 図 1 参照 )。 
すでに 2009 年 に 開通 し た 武漢 一 広州 線 、2010 年 に 開通 
し た 西安 一 革 州 線 と 上 海 - 杭 州 線 は 、 い ずれ も 時 速 
350km、 さ ら に 北京 上海 間 は さら に 時 速 880km と い 
う 商 業 運転 の 世界 最高 速 を 出し て いる 。 ま た 2012 年 12 
月 26 日 に 北京 て 広州 を 最短 7 時 間 59 分 (当面 300km 
時 速 運営 ) で 結ぶ 南北 縦断 の 高速 鉄道 ( 京 広 高 鉄 ) が 全 
線 開通 され 営業 距離 が 2298km (東京 て 博多 間 の 約 2 倍 ) 
で 「 世 界 最長 ] と いう 鉄道 拡大 路線 の 突き 進む 構え を 見 
せ た 。 


図 1 高速 鉄道 網 の 中 心 と な る 「 四 縦 四 横 」 


| 秋 や 北京 上 海 
還 | 和 る 北京 深 天 
綻 ③ 北 京 コ ルビ ピン 
縫 ぬ 上 海 深 拓 
模 ⑪ 徐 蘭州 
較 計 模 る 柿 必 明 
模 ③ 青 島 - 太 原 
[ 由 | 模 あ 南京 - 成 者 


出所 : 関 志 雄 「 形 成 さ れつ つ あ る 高速 鉄道 網 一 経済 成長 の 原動力 
に 」、http://www.rieti.go.jp/users/china-tr7jp/101126sangyokigyo. 
htm、 経 済 産業 研究 所 、2010 年 11 月 26 日 。 


ISIcSISISISISI0Id+ ヨ 0d ヂ 
躍進 は 、 内 需 拡 大 の 起爆 剤 の よう な 意味 合い が 強い 。 

り わ け 、 高 速 鉄道 整備 計画 の 進行 に 0 
路 施設 、 車 両 設計 製造 、 制 御 信号 と 電力 供給 シス テム 、 
運行 管理 シス テム と 旅客 サー ビス な どの 関連 産業 促進 効 
果 が きわ め て 大 きい 。 さ ら に 、 高 速 鉄道 関連 の 土木 工事 
(橋梁 ・ ト ン ネ ル ・ 高 架橋 を 含む )、 発 電 ・ 送 電 ネ ッ ト ワ ー 
ク 、 駅 施設 ・ 周 辺 施設 ・ 沿 線 施設 な どの 開発 、 建 設 と 管 
理 で は 、 巨 大 な 直接 雇用 が 生ま れ 、 ま た 、 高 速 鉄道 開通 
に 伴う 観光 拡大 、 不 動産 開発 、 付 属 交通 網 整備 と 新規 商 
業 ・ サ ービス 施設 管理 な ど で も 派生 的 な 雇用 増加 効果 が 
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ある 。 これら の 総合 
し て いく の で ある 。 


効果 は 中 国 の 経済 成長 に 大 きく 寄 与 


2.2 中 国 の 高速 鉄道 産業 の 海外 進出 

中 国 の 高速 鉄道 産業 が 海外 進出 は 1990 年 に 遡る こと 
が で きる 。 そ の 年 に 、「 京 (北京 ) 漏 (上 海 ) 高速 鉄道 
線路 建設 の 構想 |] と いう 報告 書 が 全国 人 民代 表 大 会 に 提 
出さ れ た 。 高速 鉄道 に 関す る 計画 が 初め て 作ら れ 中 国 の 
高速 鉄道 建設 が 始動 され た 。 その後 広 (広州 ) 深 ( 深 赴 )、 
京 (北京 ) 広 (広州 ) の 高速 鉄道 建設 、 秦 ( 秦 皇 島 ) 藩 
( 藩 陽 )、 京 (北京 ) 只 (ハル ピン ) の 旅客 輸送 専用 線路 
建設 な どの 実績 に 基づき 、2004 年 に 最初 の 「 中 国鉄 道 
網 中 長期 計画 ] が 制定 し 実施 され た 。 現 在 、 技 術 面 、 運 
営 面 、 建 設 規模 な ど で は すでに 世界 最大 の 高速 鉄道 大 国 
に な っ て いる 。 こ れ ま で の 鉄道 運行 速度 は 6 回 も 高速 化 
が 実施 され た た め 、 高 速 鉄道 に 関す る 定義 自体 まで も 書 
き 直 され て いる ( 表 2 参照 )。 国 際 基 準 で は 時 速 200km 
に 達せ ば 高速 鉄道 と 定義 さて いる が 、 中 国 で 走行 中 の 高 
速 鉄道 は 300km を 超え る 線路 も 多々 ある た め 、 中 国 は 
時 速 300km 超 の 走行 車両 を 「 高 鉄 (高速 鉄道 の 略称 ) 」、 
300km 未満 200km 以上 の 走行 車両 を 「 動 車 」 と 定義 
し で て いる 。 


表 2 中 国 の 鉄道 高速 化 の 実施 状況 


時 期 平均 速度 
第 1 回 1997.4.1. 54.9km/h 
第 2 回 1998.10.1. 55.16km/h 
第 3 回 2000.10.21. 60.3km/h 
第 4 回 2001.10.21. 61.6km/h 
第 5 回 2004.4.18. 65.7km/h 
第 6 回 2007.4.18. 70.18km/h 


出所 : 新華 網 「 中 国鉄 路 大 提 速 ] より 筆者 まとめ 、http:7/news. 
xinhuanet.com/newscenter/2009-03/31/content_11107242.htm2009 
年 3 月 31 日 閲覧 。 

中 国 の 高速 鉄道 産業 の 海外 進出 の も う 一 つの 背景 は 東 
南ア ジア 諸国 が 競っ て 高速 鉄道 建設 の 計画 を 立て て いる 
と いう 外部 条件 が 揃っ て いる こと が 挙げ られ る 。 日 本 の 
東海 道 新幹線 が 開業 し た 1964 年 当時 は 日 本 の 国内 総 生 
産 (GDP) は 820 億 ドル 、 国 民 1 人 当たり で は 847 ドド 
ル で あっ た 。 推計 方 法 や 物価 の 違い が ある た め 単 純 に は 
比較 で き な い が 、 東 南ア ジア で 高速 鉄道 を 計画 する 各国 
は 当時 の 日 本 の 所 得 水準 を 超え た た め 高 速 鉄道 を 導入 す 
る 環境 は 整っ た と 言え る 。 こ の 巨大 規模 の 高速 鉄道 市 場 
で の 競争 を 勝ち と る に は 、 車 両 製造 と か 線路 敷設 の 企業 
だ け の 参入 の みな ら ず 、 金 融 ・ 運 行 会 社 ・ 車 両 製造 ・ 信 
号 通 信 設備 ・ 大 手 ゼ ネコ ン な どの 共同 作業 で な けれ ば な 
ら な いわ け で ある 。 


高速 鉄道 を 世界 に 売り 込む た め に は 、 そ の 強み を 導入 国 
に 理解 し て も ら う こと が 重要 な の で 官民 一 体 と な っ た 
トッ プ セ ー ル ス か が 必要 と いわ れ て いる 。 例え ば 2012 年 
4 月 に タイ の イン ラッ ク 首 相 が 中 国 を 訪れ た 時 に 温家宝 
首相 (当時 ) 自ら が 関連 企業 と と も に 働き 掛け を 行い 、 
中 国鉄 道 省 と タイ 交通 省 の 鉄道 建設 の 協力 に 関す る メモ 
ラン ダム の 調印 式 に 出席 し 両国 間 の 経済 協力 関係 を 強め 
る こと を 確認 し た 。1978 年 に 部 小平 氏 が 日 本 を 訪問 す 
る と き に 二 回 も 新幹線 を 試乗 し た こと が ある よう に 、 イ 
ン ラ ッ ク 首 相 も 北京 一 天津 間 の 高速 鉄道 列車 に 試乗 し 快 
適性 を 称賛 し た 。 こ の た め 中 国鉄 道産 業 が タイ で 市 場 開 
拓 に 大 きく 一 歩 進 ん だ と 言え る だ ろう 。 実は 、 タ イ の 高 
官 が 中 国 の 高速 鉄道 列車 に 試乗 し 讃え を る こと は 初め て で 
は な か っ た 。 2010 年 7 月 に ステ ー プ 副 首 相 が 中 国 の 高 
速 鉄道 列車 に 試乗 し た こと が あり 、 他 の 国 の 高速 鉄道 に 
比べ て 「 最 も 優秀 」 だ と 讃え た 。 

実は タイ は 中 国鉄 道産 業 が 初め て 開拓 し た 海外 市 場 で 
は な か っ た 。1970 年 代 に 中 国 の 鉄道 産業 は すでに タン 
ザ ニ ア で の 鉄道 建設 に 成功 し 、 中 国 と アフ リカ と の 経済 
面 で の 協力 関係 強化 に 大 い に 役 立っ た 。 す な わ ち 中 国鉄 
半 の 利和 の 140km/h 未満 の 
製品 か ら 200km/h 超 の 製品 に 変わ りつ つ あ る こと は 
長期 的 に 中 国鉄 道産 業 が 海外 で 展開 され る こ と を 語っ て 
いる 。 時代 の 変化 と と も に 1995 年 12 月 に 行わ れ た 東南 
アジ ア 諸 国連 合 (ASRAN) の 第 5 回 首脳 会 談 で 、 当 時 
の マレ ー シ ア の マハ ティ ー ル ・ モ ハマ ド 首 相 が 提起 し た 
「 パ ン ア ジア 鉄道 網 」 と いう プロ ジェ クト は 中 国 の 鉄道 
産業 に 大 きく 展開 する 機会 を 提供 し 、 高 品質 低 コ スト の 
競争 優位 性 に よる 新た な 海外 市 場 を 開拓 する こと に な っ 
た 。 パ ン ア ジア 鉄道 綱 は 、 国 連 ア ジア 太平 洋 経済 社会 委 
員 会 (UNRSCAP) が 建設 を 推進 し て いる 、 ア ジア 全 
土 を 覆う 鉄道 綱 で ある 。 中国 を 初め と し て 28 ヶ国 を 通 
過 し 、 総 延長 は 8 万 1000 キロ に 達する 予定 で ある 。 そ 
れ は 大 きく 分 け て 4 路線 に 分 か れ て お り 、 韓 国 か ら 中 国 、 
モン ゴル 、 カ ザ フ ス タン 、 ロ シア 、 ベ ラル ー シ 、 ポ ー ラ 
ンド を 経由 し ドイ ツ を つ な で 北方 路線 、 中 国 と 東南 アジ 
ア を 連絡 する 東南 アジ ア 路 線 、 フ ィ ン ラ ンド か ら ロ シア 、 
中 東 地 域 を 経由 し イラ ン に 達する 南北 路線 、 そ し て 、 ト 
ルコ か ら 、 イ ラン 、 パ キス タン 、 イ ンド 、 バ ング ラ デ シ ュ 、 
ミャンマー、 タ イ 、 中 国 、 マ レー シア を 経由 し シン ガ ポ ー 

に いた る 南方 路線 が 計画 され て いる "。 こ の プロ ジェ 
クト へ の 参加 に より 大 メコン 河 流 域 経済 圏 で の 中 国 の 影 
響 力 が さら な る 拡大 が 予想 され る 。 

中 国 の 鉄道 産業 の 海外 進出 は 二 段 階 に 分 け て 進め て い 
る 。 そ れ は まず は 軌道 交通 設備 の 輸出 で 、 単 純 な 貨物 劉 
易 で ある 。 次 の 鉄道 全般 の 輸出 は 車両 、 機 関 車 か ら 信 号 
設備 、 鉄 道 建設 まで の 貨物 貿易 と サー ビス 貿易 が 含ま れ 
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る 。 現在 、 中 国 の 鉄道 輸出 は 機関 車 (電力 機関 車 、 デ ィ ー 
ゼル 機関 車 )、 旅 客 輸 送 車両 、 貨 物 輸送 車両 、 高 速 鉄道 、 
地下 鉄 及び 各種 関連 設備 を 含め て いる 。 鉄道 産業 の 輸出 
拡大 は 海外 市 場 の 拡大 に つなが り 、 更 な る 成長 の 機会 を 
も た らし て いる 。 例え ば 石油 天然 ガス 資源 が 豊富 な トル 
ク メ ニ スタ ン で は 旅客 輸送 車両 の 80% が 中 国 製 で あり 、 
中 国 南 方 提供 の 機関 車 と 旅客 輸送 車両 は それ ぞ れ 当該 国 
の 旅客 輸送 量 と 貨物 輸送 量 の 90% と 709% を 占め 、 同 様 
に ウズ ベ キ スタ ン の 旅客 輸送 量 と 貨物 輸送 量 の 40% 以 
上 と 30% を それ ぞ れ 占め て いる 。 マ レー シア で は クワ 
ラル ンプ ー ル の 主力 輸送 任務 を 担っ て いる の は 時 速 
140km、228 両 の 中 国 製 高速 鉄道 で ある 。 

海外 市 場 で 順調 に 展開 され て いる 中 国 高速 鉄道 産業 は 
2011 年 7 月 の 温州 南 駅 で の 高速 鉄道 衝突 事故 に より 大 
きく 頓挫 を 受け た 。 し か し 大 惨事 の 1 ヶ月 も 経た な い 8 
月 に 北 車 グル ー プ は EU へ の 鉄道 輸出 を 実現 し た 。 中 国 
北 車 北京 二 七 軌道 交通 装備 有限 会 社 は 激しい 競争 に 勝ち 
エス トニ ア へ 機関 車 を 提供 する こと に な っ た 。 2011 年 
の 高速 鉄道 衝突 事故 に より 鉄道 建設 へ の 投資 は 一 時 全面 
停止 に な り 、 前 年 比 30% 減 と いう 厳し い 情 勢 の 中 、 着 
実 な 輸出 は 内 需 減 少 に よる ダメ ー ジ を 大 きく 挽回 し 軌道 
設備 輸出 の み で も 前 年 比 302 億 元 増 に な っ て いた 。 また 、 
2013 年 9 月 に 国際 入札 を 行う 予定 の バン コク ー パ タ ヤ 
を 結ぶ タイ 最初 の 高速 鉄道 建設 プロ ジェ クト は (2018 
年 開通 予定 、 時 速 は 250km、 所 要 時 間 約 1 時 間 ) 日 本 、 
韓国 、 フ ラン ス 、 ド イツ 、 ス ペイ ン な ど が 応札 の 意向 を 
示し た が 、 タ イ が 中 国 に 2 本 の 高速 鉄道 建設 を 依頼 し て 
いる 。"。 こ こ か ら も 鉄道 産業 の 海外 進出 を 含む 中 国 の 
新興 産業 戦略 を 進め る 確固 た る 意思 が 確認 で きる 。 

貿易 大 国 と 国際 プロ ジェ クト 建設 大 国 と し て 、 中 国 に 
は 比較 優位 を 確保 する 先行 事業 は 鉄道 産業 の ほか は な 
い 。 近年 、 サ ウジ アラ ビア の メガ へ の 巡礼 者 の た め の 専 
用 線路 建設 、 中 央 アフ リカ の チャ ド と の 56 億 ドル 超 の 
鉄道 建設 と 機関 車 提供 等 の 契約 に 調印 し 、 タ イ と の 間 で 
は 、 軌 道 基準 統一 に 関し て 合意 し た 。 中 国 は 鉄道 産業 の 
輸出 の み で な く 鉄 道 基準 の 輸出 まで も 積極 的 に 取り 組ん 
で いる 。 2010 年 に 922 億 ドル の 海外 施工 売上 高 と 1344 
億 ドル の 新規 契約 の 実績 を 上 げ 、2011 年 に 1034.2 億 下 
ル の 海外 施工 売上 高 と 1423.3 位 ド ル の 新規 契約 の 実績 
を 上 げ 、 国 際 競 争 力 を 強め て いる 。 最近 、 中 国 最大 の 
ディ ー ゼ ル 車 製造 メー カ で ある 中 国 南 車 グ ルー プ 資 陽 機 
関 車 会 社 は 7 月 29 日 に カザフ スタ ン と 18 台 の ディ ー ゼ 
ル 車 購入 に 関す る 契約 を 交わ し た と いう "。 こ れ は 
2008 年 以来 、5 回 目 の 契 約 と な り 、 契 約 総数 は 100 台 を 
超え て いる 。 ま た 現地 化 の た め 2012 年 12 月 に カザフ ス 
タン で 入 産 され た 機関 車 が 完成 され た 。 こ の よう に 諸 外 
国 で 鉄道 整備 が 進め られ て いる 背景 に は 、 都 市 人 口 増 に 


よる 交通 需要 増 、 道 路 渋滞 や 駐車 スペ ー ス な ど ご 都市 間 輸 
送 に お ける 自動 車 の 競争 力 の 低下 、 移 動 時 間 の 短縮 へ の 
要望 、 環 境 問 題 へ の 関心 な どの 理由 が 挙げ られ る が 、 高 
速 鉄道 産業 の 海外 進出 を 推し 進め る こと は 人 的 文化 的 交 
流 拡 大 、 経 済 質 易 関係 強化 に か か わる 国家 戦略 と し て も 
期待 が 大 きい 。 

現在 、 世 界 主 要 先 進 国 で 欧州 と 日 本 は も ちろ ん 、 北 米 
で も 高速 鉄道 の 新た な 成長 期 に 入っ て いる 。 ま た ロシア 、 
ブラ ジル 、 ア ル ゼ ンチ ン 、 ベ トナ ム 、 南 アフ リカ 、 モ ロッ 
コ な ど 発 展 途 上 国 も 高速 鉄道 建設 の 計画 を 立て て いる 。 
巨大 な 利益 を 潜む 鉄道 産業 の 成長 に 注目 し 利益 獲得 の 機 
会 を 見 逃し て いな い の は 億 万 長者 で 投資 の 神 と 称 さ れる 
ウォ ー レ ン ・ バ フェ ッ ト 氏 と MS の 創始 者 の ビル ・ ゲ ー 
ツ 氏 な ど で あ る 。 バ フェ ッ ト 氏 と ゲー ツ 氏 が 相次い で 米 
国 の BNSFE (Burlington Northern Santa Fe Railway) 
の 筆頭 株 主 に な り 、UNP 社 (Union Pacific Railroad 
Company)、NSC 社 (Norfolk Southern Railway) と 
カナ ダ の CNR (Canadian National Railway) に 投資 
し て いる 。 当然 、 資 金 と 技術 力 の 持ち 主 で ある 中 国 も 成 
長 する 世界 の 高速 鉄道 市 場 の 好機 を 見 逃し て いな い 。 
2010 年 末 ま で 中 国 は 50 カ国 ・ 地 域 で の 鉄道 建設 に 参加 
し 、 工 事 契 約 金額 は 合計 260 位 ド ル に 上 る 。 サ ウジ アラ 
ビア で の 建設 が 完工 し 、 ベ ネズ エラ で の 建設 も 順調 に 進 
み 、100 カ国 以上 の 国家 元首 や 高官 が 中 国 の 高速 鉄道 を 
視察 し 高い 評価 を 与え を て いる 。 

高速 鉄道 は 原則 と し て 専用 の 線路 や シス テム か 必要 
で 、 整 備 費用 は 「300km で 1 兆 円 が 目安 」( 国 際 協 力 機構 ) 
と 、 在 来 線 や 地下 鉄 な ど よ り も 巨額 の 事業 で ある 。 そ れ 
で も 1 編成 で 1000 人 規模 の 乗客 を 乗せ 、 頻 繁 に 運行 す 
る た め 都 市 間 の 輸送 力 を 飛躍 的 に 上 げ る こと が で きる 。 
時 間 距 離 が 縮め ば 人 の 移動 が 活発 に な る な ど 経 済 全体 に 
大 き な 波 及 効 果 が 生ま れる 。 当然 な こと で 全て の 高速 鉄 
道 建設 計画 が 順調 に 進む と は 限ら な い 。5 兆 円 を 投じ て 
ハノイ ーー ホー チミ ン 間 を 日 本 の 新幹線 方 式 で 結ぶ 計画 で 
あっ た ベト ナム は 、 国 内 総 生 産 (GDP) の ほぼ 半額 に 
匹 英 する 事業 規模 に ベト ナム 国会 が 反対 し て いる 。 準 高 
速 鉄道 へ の 「 格 下げ 」 も 検討 され て いる 。 ま た 格安 航空 
会 社 (LCC) の 普及 が 都市 間 輸 送 で 先行 し て いる の で 
強力 な 競争 相手 に な っ て いる 。 し か し 、 そ れ で も 今後 、 
経済 成長 と 人 日 増 で タイ や マレ ー シ ア 、 イ ンド な ど で も 
都市 間 大 量 輸送 の 需要 が 確実 に 高まっ て いる 。 現在 、 構 
想 段 階 も 含め た 計画 路線 の 総 延長 は 1 万 km を 超え て い 
る ( 図 2 参照 )。 

総 延長 1 万 km と は 、 中 国 国内 で すでに 敷設 され た 高 
速 鉄道 絆 を 上 回 り 、 日 本 国内 の 新幹線 網 2400km の 4 倍 
と いう 規模 で ある 。 言い 換え れ ば アジ ア で は 今後 、 中 国 
並み の 高速 鉄道 市 場 が 新た に 生ま れる こと に な る 。 そ の 
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図 2 アジ ア 高 速 鉄道 計画 


アジ ア 各 国 の 高速 鉄道 計画 
( 注 ) 海 外 吉 技術 協 力 協会 の 催 料 な どか ら 作成 。 
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出所 :「 日 本 経済 新聞 」 2013 年 7 月 30 日 。 


先頭 が 、 マ レー シア の クア ラル ンプ ー ル ンー シン ガ ポ ー ル 
の 間 約 300km を 約 1 時 間 半 で つなぐ 計画 で ある 。 両国 
は 2013 年 2 月 の 首脳 会 談 で 2020 年 を 目処 に 高速 鉄道 を 
開通 きせ る こと で 正式 に 合意 し た 。2013 年 内 に 計画 の 
詳細 を 固め 、 入 札 を 実施 する と 見 られ る 。 見 込ま れる 総 
事業 費 は 300 億 リン ギ ( 約 9000 億 円 ) で 、 日 本 の JR 
東日本 は 受 0 シン ガ ポ ー ル に 


アジ ア で 初 と な る 事務 所 を 開設 し や 情報 収集 を 進め 
て いる 。 

この 新た な 高速 鉄道 市 場 に 参 和 人 する た め に 日 本 、 欧 州 、 
韓国 の ほか に 中 国 も 活発 に 動い て いる 。 雲南 省 ・ 昆 明 - 


シン ガボール の 高速 鉄道 を 自国 主導 で 敷設 する 構想 を 打 
ち 出 し て いる 。 こ の 構想 に よる と まず 明 ラオ ス ・ ビ 
エン チャ ン ま で の 建設 は 中 国 の 受注 で 固め て いる 。 当 然 、 
クア ラル ンプ ー ル ンー シ ン が ガボール の 計画 も 重視 し て お 
り 、 マ レー シア 企業 と 連携 し て 受注 活動 に 入る と 見 られ 
て いる 。 ま た タイ に は 約 2 兆 5000 億 円 を 投じ て 4 つの 
高速 鉄道 を 建設 する 計画 が ある 。 ま ず は バン コク ーー ラ ヨ 
ン の 250km を 約 1 時 間 で 結ぶ 路線 を 2019 年 に 開通 させ 
る た め 、2014 年 初め に も 入札 を 実施 する 見 込み で ある 。 
ほか に イン ド は 計画 の 7 路線 の うち ムン バイ ーー アー メダ 
バー ド を 結ぶ 路線 を 先行 させ る 方 針 を 固め て いる よう で 
ある 。 


3. 中 国 の 高速 鉄道 産業 の 課題 


前 述 の 2011 年 7 月 の 高速 鉄道 衝突 腕 線 事故 に お いて 
は 手抜き 工事 や 無理 な 運行 ステ ジュ ー ル と 従業 員 教 育 な 
ど を 指摘 する 論評 や 報告 書 が 多く 見 られ る 。 鉄道 省 が 施 
工 会 社 に 施工 期間 の 短縮 、 負 債 の 転嫁 、 時 速 400 
500km の 高速 鉄道 建設 な ど を 強硬 に 押し 付け た こと な 
ど 、 問 題 や 事故 の 発生 原因 は 多々 挙げ られ る が 、 鉄 道 省 
と いう 行政 と 企業 が 一 体 と な る 制度 上 の 欠陥 が 根本 的 な 
原因 と も 考え られ る 。 か つて 経営 権 と 所 有 権 を 分 離し 本 
来 の 市 場 経済 原理 で 鉄道 産業 を 発展 させ る た め 鉄 道 省 所 
属 の 各 大 企業 は 国家 資源 管理 委員 会 に 委譲 管理 を し た 試 
み が あ っ た が 、 極 度 に 権限 を 取ら れ 財 政 も 圧縮 され た 鉄 
道 省 は 正常 の 鉄道 建設 の 計画 、 審 議 す ら も 行え な い 。 そ 
の た め 施 工 企業 で ある 中 鉄建 集団 と 中 鉄 集団 に 1300 億 
元 の 工事 費 を 払え ず 、600 万 人 の 従業 員 へ の 給料 不払い 
と いう 苦境 に 陥っ て いる 。 その 後 中 央 政府 が 2000 億 元 
の 財政 支援 を 受け た が 、 制 度 上 の 整理 が まだ 整え られ て 
いな い 。 こ の よう な 制度 上 の 欠陥 が 改善 され な い 限 り 高 
速 鉄道 産業 の 発展 は 難し い の で ある 。 2013 年 9 月 19 日 、 
ブラ ジル の 高速 鉄道 へ の 入札 が 開札 され た が 、 中 国 の 入 
札 は 断れ た 。 理由 は ブラ ジル が 過去 5 年 間 に 重 大 な 事故 
を 起こ し た 企業 の 入札 を 認め な いか ら で あ る 。 中 国 の 企 
業 は 車両 製造 、 通 信 信 号 技術 の メン テ ナ ン ス と 40 年 間 
の 経営 権 で は 完全 に 負け て 、 部 品 と パー ツ の 提供 し か で 
き な い の で ある 。 総 工事 費 が 約 178 位 ド ル に 上 る プロ 
ジェ クト に 参加 で き な か っ た こと は 中 国 の 高速 鉄道 産業 
が 本 当 に 海外 市 場 で 勝ち 取る に は 制度 の 完備 と 運行 管理 
が 何より も 重要 だ と いう 課題 を 提起 し て いる 。 

また 、 鉄 道 に 関す る 基準 や 規格 の 国際 標準 化 へ の 対応 
も 課題 の 一 つ だ と 言え る 。2012 年 5 月 に 中 国 南 車 四方 
株 式 会 社 は 350km/h の 香港 高速 鉄道 プロ ジェ クト を 
シー メン ス な ど 国 際 大 手 に 競り 勝っ て 落札 し た 。 そ れ は 
コン ピュ ー タ ー の CPU (中 央 処理 装置 ) に 相当 する 機 
能 を 担い 、 列 車 の 心臓 部 と も 言え る 牽引 シス テム 
IIGBT」 を 独自 に 開発 し 拾 載 し た こと が 勝因 な の で 、| 中 
国 の 基準 を 国際 基準 に 変え 0 る 。 そ うし な けれ ば 、 和 失う の 
は 国際 市 場 参 入 に あたっ て の 発言 権 だ ”」 と いう 中 国 
の 思惑 が 察知 で きる 。 但し 、 現 実に は ヨー ロッ パ で は 
EU 統合 の 動き の 中 で 鉄道 市 場 が 一 本 化 さ れる よう に な 
り 、 国 境 を 越え た 直通 運転 な ども 始ま っ た 。 こ うし た 状 
況 下 で ヨー ロッ パ 共 通 の 規格 が 必要 と され る よう に な 
り 、 そ れ ら の 規格 が その まま 国際 規格 化 さ れる よう に 
な っ た ず 。 実は 日 本 と 同じ よう に 中 国 も 鉄道 に 関す る 
国際 基準 化 に 大 きく 後 れ を 取っ て いる 。 こ の よう に 、 た 
と え 海 外 プ ロジ ェクト の 発注 仕様 書 に 国際 基準 や 規格 が 
同等 で ある と 書 こ うと し て も 英文 ケー ス が 少な か っ た 
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り 、 国 際 基 準 と 国内 基準 と が 合致 し な い 場 合 な ど 、 中 国 
企業 の 国際 入札 へ の 参加 の 障壁 と な る 可能 性 が 高く 、 少 
な く と も 製造 コス ト の 上 昇 は 避け られ な さそ う で ある 。 

また 、 知 的 所 有 権 の 保護 や 技術 の 流出 防止 も 中 国 に 
と っ て は 課題 の 一 つと な っ て いる 。 中国 の 専門 家 は 「 高 
速 鉄道 は 中 国 製 品 の 目玉 製品 だ 。 現 在 、 高 速 鉄道 の 建設 
が スピ ー ド ダウ ン し て いる 今 こ そ 、 日 本 や ヨー ロッ パ の 
産業 スパイ が 中 国 の 高速 鉄道 技術 を 盗む 可能 性 が ある 。 
わが 国 の 高速 鉄道 関係 の 工場 は スパ イ 活 動 を より 警戒 し 
な けれ ば な ら な い 」 と 警鐘 を 鳴ら し て いる "。 そ れ に 
よる と 、 中 国 の 高速 鉄道 は 運行 距離 ・ 運 行 速度 ・ 技 術 ど 
れ を と っ て も 世界 一 で 、 国 際 市 場 で は 中 国 の 高速 鉄道 技 
術 は 日 本 を は じ め 欧 米 諸国 を 抜き 、 ア メリ カ 、 イ ギリ ス 、 
ブラ ジル で も 中 国 の 技術 が 採用 され る 見 通し で 、 近 いう 
ち に 中 国 高速 鉄道 が 世界 の スタ ンダ ー ド に な る 見 込み ら 
し いと いう 。 そん な 状況 の 下 で 、 日 本 や ヨー ロッ パ 諸 国 
は 中 国 が 技術 を 盗ん だ と 非難 し な が ら 、 中 国 の 最高 の 技 
術 を 盗 も うと 虎視 腕 眺 と 狙っ て いる と 主張 し て いる と い 
う 。 中国 の 高速 鉄道 技術 は 日 本 や 欧州 か ら 取 り 入 れる も 
の が 多い し 、 海 外 か ら 高 速 鉄道 技術 を 導入 する 時 期 も 長 
く は な いた め 、 た と え 世 界 最 高速 達成 と いえ ども 、 中 国 
製 の 高速 車両 に も 地上 設備 に も 、 他 国 の 技術 を ベー ス と 
し て 世界 の 鉄道 技術 先行 開発 者 た ちの 血 と 汗 の 結 唱 が 活 
縮 さ れ て いる こと は 事実 で ある が 、 中 国 の 独自 の 研究 開 
発 に よる 新 技術 が ある こと も 否定 で き な い 。 

も ちろ ん 、 先 人 の 知恵 が か あっ た か ら こ そ 、 今 日 の 「 京 
決 線 」「 京 広 線 ] な ど が あり 、「CRH380A]」 が ある の で 
ある 。 世界 最高 速 を 記録 し た 高速 列車 技術 は 、 世 界 鉄道 
技術 の 蓄積 と 革新 の 上 に 実現 で きた も の で 、 そ の すべ て 
が 中 国 企業 の 独創 や 発明 と いう わけ で は な い が 、 激 し い 
世界 鉄道 市 場 で の 競争 を 勝ち 取る 思い が ある か ら 、 知 的 
所 有 権 を 強く 意識 し て いる こと は 課題 の 完成 に 繋が る と 
も 言え る の で ある 。 


3.1 政策 の 安定 と 調整 

2013 年 6 月 に 国家 発展 改革 委員 会 公布 の 「 主 要 機 能 
区 域 と 戦略 的 推進 主要 機能 区 域 の 建設 促進 に 関す る 政策 
的 提言 」 の 中 で 、 基 礎 的 交通 施設 の 建設 を 、 特 に 都市 間 
鉄道 、 都 市 鉄道 な ど 大 規模 輸送 方 式 及び 総合 的 交通 枢軸 
を 進め 、 特 大 都市 と 中 核 都 市 の 機能 を 分 散 さ せる と 提言 
し て いる 。 こ れ は これ まで の 「 四 縦 四 横 」 高速 鉄道 と 快 
速 鉄道 系 統 の 建設 を 中 心 と する 政策 と は 大 きく 方 向 性 が 
変わ っ た と 言え る 。 す な わ ち 「 鉄 道中 長期 計画 ] に よる 
と 、2020 年 まで に 総 延長 12 万 km を 突破 する と 予定 す 
る が 、 元 鉄道 省 に よる と 2012 年 まで 鉄道 の 運行 総 延長 
が 9.8 万 km で 世界 2 位 に ある に も か か わら ず 鉄 道 綱 密 
度 と 一 人 当たり の km 数 で は OECD 平均 水準 の 5% に 


も 達し て いな い 。 こ の 中 長期 計画 を 実現 する に は 2013 
年 か ら 4 年 連続 で 毎年 2750km を 新設 し な けれ ば な ら な 
い 。 過去 の 4 年 間 の 実績 を 見 る と 、 年 平均 4000km 超 の 
鉄道 建設 を 行わ れ て きた た め 「2020 年 計画 ] を 実現 す 
る 問題 は それ ほど 大 きく な いよ うに 見 える 。 し か し 、 
2013 年 3 月 に 64 年 間 続 いた 鉄道 省 が 解体 され た こと に 
よっ て 「2020 年 計画 ] は 大 きく 修正 せ さ ざる を 得 な く な っ 
た 。 元 の 鉄道 省 は 鉄道 建設 の 企画 、 投 資 、 管 理 運 行 を 堂 っ 
て いる が 、 解 体 に より 企画 、 管 理 な どの 行政 業務 は 交通 
省 と 所 管 の 国家 鉄道 総局 に 移行 し 、 企 業 業 務 は 新た に 設 
立 さ れ た 中 国鉄 道 総 公 司 に 移行 する こと と な る 。 こ の よ 
うな 変化 の 背景 で 鉄道 建設 の 躍進 は 勢い を 弱め て いる 。 
企業 業務 を 行う 中 国鉄 道 総 公司 は 元 鉄道 省 所 属 の 2000 
社 以上 の 企業 と 600 万 人 以上 の 従業 員 と 、 資 産 と 負債 を 
受け 入れ て いる が 、 人 負債 の み を 見 る と 、2.6 兆 元 の 巨額 
負担 を 抱 を て いる の で ある 。 そ の た め 大 規模 な 鉄道 建設 
を 行う 余力 は 到底 な い に 間 違い な い 。 当然 、 高 速 鉄道 建 
設 に よる 既存 線路 の 輸送 能力 向上 の 目標 が 予期 の 効果 を 
挙げ な か っ た の も 政府 の 政策 方 向 転換 の 一 大 要因 だ と 言 
える 。 専門 家 に よる と 、 高 速 鉄道 建設 の た め の 資 金 を 既 
存 線路 の 増設 に 使え ば 3 倍 以上 の 普通 線路 を 建設 する こ 
と が で きる 。 そ うな る と 2020 年 まで に 中 国 の 鉄道 総 延 
長 は 16 万 km に 達する こと は 確実 と な る と いう "。 

鉄道 建設 に 関す る 政策 の 方 向 転換 は 地方 都市 の 成長 に 
大 き な チ ャ ンス を も た らし て いる よう に 見 える が 、 巨 額 
の 投資 規模 と 利益 実現 の 長期 化 の た め 、 地 方 は 必ず し も 
楽観 視 で きる わけ で は な い 。 2012 年 初 に 、 負 債 の 重圧 
に 耐え きれ ず 、 元 鉄道 省 は 都市 間 鉄 道 建設 事業 の 主導 権 
を 地方 政府 に 委譲 する こと と し た 。 鉄道 省 が 都市 間 鉄 道 
建設 を 主導 し て いた 際 は 、 地 方 政府 は 土地 提供 を 代価 と 
し て 事業 に 出資 参画 し て うま み を 吸え た が 、 事 業 の 主導 
権 を 得る と 、 建 設 す る に は 資金 を ひね り 出 さ な け れ ば な 
ら な いこ と を 考え る と 、 鉄 道 建設 に 消極 的 な 態度 に 変 
わっ た 。 その 結果 、 現 在 す で に 着工 され て いる ほとん ど 
の 都市 間 鉄 道 の 建設 が 停滞 状態 に ある 。2013 年 は 年 初 
に 上 海南 通 (江蘇 省 ) 間 や 成都 (四川 省 ) ~ 貴 陽 ( 貴 
州 省 ) 間 な ど を 結ぶ 計 38 件 の 都市 間 鉄道 の 建設 計画 が 
定まっ た も の の 、 こ れ ま で に 着工 し た 事業 は 1 件 も な く 、 
既存 鉄道 の 修復 工事 が 進め られ て いる 程度 と な っ て い 
る 。 そ の 主因 は 資金 不足 で ある 。 鉄道 建設 は 最低 で も 3 
兆 元 ( 約 48 兆 円 ) の 資金 が 必要 と され る が 、 地 方 政府 
は 資金 を 確保 で き て いな い "。 元 鉄道 省 は 以前 に 無 担 
保 で 鉄道 建設 事業 に 資金 を 貸し 付け て いた が 、 現 在 は 建 
設 主体 の 法人 が 融資 を 得 よ うと し て も 、 銀 行か ら 担 保 を 
要求 され る 。 ま た 鉄道 省 が 解体 され て 新設 され た 「 中 国 
鉄路 総 公 司 ] は 事業 利益 を 真っ 先 に 考慮 し 、 建 設計 画 の 
認可 に 慎重 な 態度 を 取ら ざる を 得 な い の で ある 。 こ の た 
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め 地 方 の 強烈 な 支援 に 押さ れる 状況 も 見 えな く な っ て い 
る 。 

この よう な 政策 の 調整 に よる 海外 進出 に 与え る 影響 は 
まだ 分 か ら な い が 、 企 業 の 資金 難 や 政府 の 財政 難 は 最大 
の 問題 で は な く 、 鉄 道産 業 政策 の 一 貫 人 性 が ある か どう か 
の 見 極め と 、 中 国 国内 の 鉄道 網 の 構築 が で きる か どう か 
は 一 番 大 きい 問題 だ と 言え る 。 


3.2 技術 の 消化 と 向上 

当然 な が ら 中 国 高速 鉄道 関係 者 の 開発 実績 を 根底 か ら 
耕 定 する の も 法理 に 欠け て いる 。 少な く と も 日 本 か ら 供 
与 さ れ た 高速 列車 が 中 国 で の 超 高 速 走 行 に 耐え られ な 
か っ た こと は 否 定 で き な い 。 根拠 は 以下 の 通り で ある 。 
まず 、 日 本 の 新幹線 は 軽量 化 追 求 の た め 車 体 強 度 を 落と 
し て いる 、 と 欧州 勢 に 指摘 され て 久しい 。 これ は 2010 
年 12 月 に 北京 で 開催 され た 世界 高速 鉄道 大 会 で は 日 本 
側 の 研究 者 も 認め て いる ""。 次 に 、 実 は 日 本 で も 、 最 
新型 N700 系 の 開発 段階 で 、 軽 量化 優先 の つけ で 、 車 体 
構体 の 強度 不足 で 設計 変更 を 余儀 な くさ れ た 経緯 が あ 
る 。 さらに 、 中 国 の 鉄道 高速 化 初期 に 導入 され た 日 本 の 
新幹線 の 車体 構体 (設計 最高 時 速 250km) の まま で は 、 
中 国 南 車 の CRH380A が 京 濯 線 で 達成 し た 時 速 4866.1km 
の 世界 最高 速度 (商業 運行 ) の 走行 に 面 え られ る の は 、 
物理 的 に も 不可 能 な こと で ある 。 技術 の 新規 性 と 進歩 性 
と いう 意味 で 言え ば 、 構 体 強 度 を 安全 基準 以下 か ら 超 高 
速 走行 が 可能 な レベ ル に まで 引き 上 げた の だ か ら 、 中 国 
南 車 の 新設 計 は 十分 に 国際 特許 申請 の 資格 を 有する 。 
従っ て 、 も し も 中国 南方 車両 が 行っ た 21 件 の 高速 鉄道 
関連 技術 の 国際 特許 申請 の 中 に 、 こ の CRHS380A の 車体 
構体 設計 が 入っ て いる の な ら ば 、 こ の 技術 特許 は 日 本 の 
新幹線 技術 と は 異な る も の で 、 そ の 申請 自身 の 合法 性 に 
まっ た く 問 題 が な い 。 

し か し それ で も 2011 年 4 月 20 日 -2011 年 5 月 3 日 
に 行わ れ た 3000 人 の 中 国人 対象 の ネッ ト 調 査 で は 、「 鉄 
道 で は 技術 力 が 高い 国 」 の 質問 に 対 し 、 ド イツ 61.9%、 
日 本 54.8%、 米 国 41.7%、 中 国 32.9%%、 フ ラン ス 19.0%、 
ロシア 4.6%、 韓 国 4.5%、 カ ナダ 4.1%、 そ の 他 2.29%% と 
いう 回 答 で あっ た "『。 言い 換え れ ば 、 現在 、 中 国 の 「 国 
産 」 高速 鉄道 は 輝かしい 未来 に 向かっ て 突き 進ん で いる 
こと が 中 国人 の 意識 の 中 に も 浸透 し つつ あり 、「 自 国技 
術 ] へ の 自信 に も つなが っ て いる 。 一 方 で 、 自 国技 術 に 
不安 を 感じ て いる 人 が 半分 以上 いる と いう 徹 妙 な 感情 も 
垣間見 えた 。 

中 国 が 2007 年 に 各国 の 高速 列車 を 運転 開始 し 始め た 
頃 は 、 技 術 供給 元 が 教え た 内 容 で の 車両 製作 が 進め られ 
た 。 例 えば 最高 速度 を 250km/h か ら 300km/h と 引き 上 
げ 更 に 380km/h まで スピ ー ド アッ プ し た 。 単なる 最高 


速度 アッ プ は 容易 だ が 、 営 業 運 転 車両 と し て 使用 する 場 
合 は 耐久 性 や 軌道 破壊 に 対す る 影響 等 に つい て 走行 試験 
に よる 検証 を 徹底 的 に 行う 必要 が ある 。 そ の た め 人 性 急 な 
高速 化 は 安全 性 の 低下 に つなが り 大 き な ト ラブ ル が 発生 
する の も 懸念 され て いる 。 技術 の 改善 や 向上 を 行う と 同 
時 に 車両 、 地 上 設備 、 人 の 連携 と いう 一 体 化 シ ステ ム が 
何より も 重要 だ と 言え る 。 


4. お わり に 


本 稿 は 中 国 の 高速 鉄道 産業 と 海外 で の 展開 に つい て 考 
察し た 。 世界 の 主要 国 の み で な く 新 興国 も 高速 鉄道 の 大 
規模 建設 に 取り 組ん で いる 。 大 きく 期待 され る 国際 鉄道 
市 場 へ の 投資 も 活発 に な っ て いる 。 一 方 、 中 国 国内 の 鉄 
道 政策 の 調整 や 市 場 の 変動 に よる 鉄道 産業 の 安定 的 成長 
の た め 海 外 市 場 に 進出 する 動き も 加速 され て いる 。 そ の 
た め 、 経 済 成長 の 柱 産業 で ある 高速 鉄道 産業 を 発展 させ 
る た め に 政策 の 安定 が 重要 で ある こと や 、 高 速 鉄道 が 諸 
外国 の ニー ズ に 合致 する た め に は 技術 の 消化 と 向上 の 工 
夫 が 必要 で ある こと を 指摘 し た 。 

高速 鉄道 産業 が 戦略 的 振興 産業 と 位置 づけ られ る こと 
は 、 さ ま ざ ま な 角度 か ら 見 て その 重要 性 が 際立っ て お り 、 
中 国 経 済 の 生命 線 に 関わ る 比類 な き 重 み が あ る と 言え 
る 。 し か し 、 政 府 や 国有 企業 、 関 係 者 の 利益 に 絡み 合う 
鉄道 産業 は 長い 間 、 閉 鎖 的 な 体質 を 持ち つつ あり 巨額 な 
投資 が ある に も か か わら す 期 待 さ れる ほど の 収益 が な く 
鉄道 者 の トッ プ 和 失脚 の 結末 に な っ た 。 そ の 意味 で 汚職 腐 
敗 を 根絶 する た め の 国 内 努力 を 強め る 必要 が ある で あろ 
う 。 ま た 、 重 点 的 支援 産業 と 位置 付け られ る 鉄道 産業 を 
発展 させ る た め 海 外 鉄道 市 場 の 開拓 が 必要 不可 欠 な の 
で 、 鉄 道 に 関す る 基準 や 規格 の 国際 標準 化 へ の 対応 、 知 
的 所 有 権 の 保護 や 技術 の 流出 防止 と いう 課題 が 課さ れる 
ほか 、 ト ッ プ セー ルス が 海外 で の 展開 を 拡大 する こと に 
寄与 し て いく よう に 思わ れる 。 そ し て 64 年 間 の 歴史 の 
幕 を 閉じ た 鉄道 省 か ら 生 まれ 変わ っ て 2013 年 3 月 に 発 
足し 全国 で 18 の 子会社 を 持つ 中 国鉄 道 総 公司 と いう 新 
体制 が 2.6 兆 元 の 負債 を 背負 いな が ら 激 化す る 高速 鉄道 
の 国際 市 場 で 勝ち 残る に は 競争 優位 性 を 生か し 市 場 競争 
の 要衝 を 所 する こと が で きる か どう か が 今後 の 中 国 経 済 
の 成長 に 大 きく 影響 する と な る で あろ う 。 
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